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パ ー リ文 献 の コ ン ピ ュー タ解 析

フ ォン ト,韻 律,語 彙 ・詩脚 索 引

山 崎 守 一

1.は じめ に

初期仏教を研究するには初期 ジャイナ教の,初 期ジャイナ教の研究をするには

初期仏教の文献資料が必要不可欠で,両 宗教文献の比較研究が重要であ る こ と

は,周 知の事実である。しか しなが ら,こ れらの文献語であるパーリ語 とアル

ダ ・マガダ語は,と もに難解な言語であり,テ キス ト校訂上の問題はもとより,

韻律,・文法,語 彙,構 文論等に解決すべき様 々な問題を残 したままである。

こ こ数年来,逢 坂雄美教授(理 学博士)と 宮尾正大教授(工 学博士)の 献身的な

協力の下に,こ れらの問題を解決すべ くコンピュータを用いて,初 期ジャィナ教

文献の韻律解析,語 彙索引,詩 脚索引,文 法等の研究を進めて きたエ)。今後,こ

れら一連の研究で培 った方法論を初期仏教文献にも適用して,パ ーリ聖典の研究

を遂行 してい く予定である。

まず,手 始めにKR.ノ ーマン先生 より提供されたDhammapada(=Dhp)と

Vinaya(=Vin)の テキス トデータ2)を用いて,パ ーリ研究の端緒 とすることに

した。Dhpは423詩 節より成る韻文作品であり,こ の作品の解析で作成され たプ

ログラムはその他の韻文作品に適用され得るし,Vinの プログラムは他の散文作

品に使用することができるからである。 これまでにDhpの 韻律解析,語 彙索引,

詩脚索引作成はすでに終了してお り3),Vinの 語彙索引も採 り終わ り,最 後のチ

ェックをしているところである。

本稿では,Dhpに 基づき,パ ーリ語 フォソト,韻 律解析,詩 脚索引作成,語 彙

索引作成の一端について概説す る。詳細は別稿4)で述べ る予定である。

2.パ ー リ語 フ ォン ト

パーリ聖典のテキス ト・データを構築するにも,こ のテキス ト・データベース

に基づいて,韻 律解析,語 彙 ・詩脚索引,文 法等の研究をする上でも,最 も重要

なものはパー リ語フォントである。そこで,サ ソスクリット文献にも使用できる
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表1Sans:krit/Pali　 Alphabet:ASCII

Code and Key stroke〈0>⇒Option key<S>⇒Shift key

こ とを考 慮 しつ つ,次 の点 に留 意 してパ ー リ語 フ ォ ソ トを マ ッキ ソ ト ッシユ(Pow-

erMacintosh8100/100AV)上 に作 成 した 。

(1)面 倒 をi操作 な しで,テ キ ス トのキ ーボ ー ド入 力 が,容 易 に 能 率 良 くで き る こ

と。 そ れ も単 一 のス トロ ー クで 入 力 で ぎ る こ と。

(2)特 殊 フ ォソ ト(a,1,th,n,d,etc.)がCRT上 に そ の 固有 の形,そ の ま まで 表 示
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で き る こ と。

(3)こ の フ ォ ソ トで書 か れ た計 算 結 果 を,そ の固 有 の タ イ プ フ ェ イス で プ リソ タ

ー 出力 が で き る こ と
。

(4)プ ロ グ ラム作 成 の観 点 か ら,全 フ ォ ン トが 各 々単 一 の ア ス キ ー コー ドに割 り

当 て られ て い る こ と。 つ ま り英 字 と同 じ取 扱 が で き る こ と。

こ の フ ォソ ト(Pa1i 957と 命名)Tableは 表1の よ うに な る。

ノ ー一々 ソ先 生 の 打 ち込 ん だDhpテ キ ス トをPalig57に 変 換 して,韻 律 解 析,

語 彙 索 引 お よび 詩 脚 索 引 の作 成 を 実 行 した 。

3.韻 律 解 析

パ ー リ語 も,ジ ャ イナ 古 層 聖 典 の言 語 で あ るア ル ダ ・マ ガダ 語 と同 様,中 期 イ

ソ ド ・ア リア ン語 の範 疇 に 入 る言 語 で あ り,総 じて サ ソス ク リ ッ ト語 の韻 律 よ り

も古 い発 展 段 階 に あ る とい え る。 そ のた め 古 典 サ ソス ク リ ッ トの韻 律 の厳 格 さ に

比 べ て大 幅 に作 詩 上 の 自由 が許 され て い る とい え よ う。 そ こで,ア ル ダ ・マ ガ ダ

語 の韻 律 解 析 プ ロ グ ラム に多 少 の修 正 を加 え て 自動 解 析 を行 っ た。

パ一リ韻律の特徴が全て解明されているわけではないので,こ の図から分かる

ように,現 在までに開発され たプログラムでは,研 究者の判断に任される部分も

少な くないが,手 作業でするよりも格段に速 く,し かも不注意な間違いを防ぐこ
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と が で き る 。 こ こ にD:hpの 韻 律 を 示 し て み よ う。

Tristubh:19-20 46 74 83 108 125 127-8 141-2 143b 151 177 221 306 309

325 328-9 331 345-7 353-4

Jagati:144 326 338

Vait琶liya:15-8 24 44-5 80 95 145 180 235-8240284-7324334341343

348-50 388

Aupacchandasaka:184

Sloka:1-14 21-3 25-39 41-3 47-53 55-79 81-2 85-93 96-107 109-24 126

129-40 143a 146-50 152-76 178 181-3 185-207 209-20 222-34 239 241-79

282-3 286-305 307-8 311-23 327 332-3 335-7 339-40 351-2 355-61

363-70 372-87 389 391-423

Tristubh/Jagati:40 84 94 208 280-1 310 390

Tristubh/Sloka:330

Vaitaliya/Aupacchandasaka:179 342 344 362 371

Dhpは 上 記 の韻 律 に よ っ て構 成 され るが,サ ソス ク リ ッ トの韻 律 構 造 とは大 幅

に 異 な って い る。 こ こに 現 わ れ た 韻 律 規 則 を,こ れ ま で作 成 した フ.ログ ラ ムに 付

け 加 え る こ とに よっ て,他 の パ ー リ韻 文 テ キ ス トの韻 律 解 析 を よ り迅 速 かつ 確 実

に実 行 す る こ とが で き よ う。

4.詩 脚 索 引

この韻 律解 析 はP記a(詩 脚)を 自動 的 に分 解 す る こ と を 可 能 に し,Padaを パ

ー リ語 の 語 順 に 配列 す る こ とを 容 易 に した
。

Pada Index Reverse Pada Index

Dhpの 詩 脚 解 析 の た め に作 成 され た プ ロ グ ラム を,他 の作 品 に も走 らせ る こ と

に よっ て正 順 と逆 引 き の詩 脚 索 引 を作 成 す る こ とが 可 能 で あ る。 こ うして 十分 な

量 の詩 脚 索 引 が収 集 され た と き,第 一 詩 脚(first pada-s)の 索 引 だ け で は 判 明 し

な か った 並行 詩 脚(parallel pada-s)の 存 在 に わ れわ れ は 気づ く こ とが で き よ う。
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そ して逆引きの詩脚索引は,詩 脚の第一語が必ず しも同二でない場合でも,部 分

的に同一である詩脚を見つけ出すのに便利である。

5.語 彙 索 引

新 しいDhpの 校訂本の巻末には,正 順の語彙索引が付け られ てい る。未だ詳

細には調査 していないが,間 違いがみられるようである。計算機で作成すれば人

為的な ミスは絶対に防げることになる。

Word　 Index Reverse　 Word　 Index

正 順 語彙 索 引(Word　 Index)は 同一 単 語 の 出現 箇 所 を示 してお り,言 語 の 研究

は も と よ り思 想,戒 律,教 理 等 の究 明,fir欠かせ な い。 また,逆 引 語 彙 索 引(Reverse

Word　 Index)は 文 法事 項 の収 集 に有 効 で あ る。 し か しな が ら,既 存 の パ ー リテ キ

ス トは 必 ず し も コ ソバ ウ ソ ド表 記 が され て い るわ け で は な く,ま た 連 声法(Sandhi

の規 則)Yyよ っ て2語 あ るい はそ れ 以 上 の語 彙 が 結 合 され て い る 語 句 も あ り,現

時 点 で は 自動 的 に分 解 す る こ とは で き な い。 これ は 今 後 に残 され た課 題 で あ る。

6.む す び

この よ うに して,出 力結 果 を総 合 的 〉,に分 析 し,パ ー リ語 の韻 律 の特 徴 と規 則 を

解 明 す る こ とは,写 本 が不 可 欠 で あ る とは い え,批 判 校 訂 本(criticaledition)の

編 纂 に 多 大 な る手 助 け を す る こ とに な る。 また,語 彙 ・詩 脚 索 引 に基 づ き語 彙 の

正 確 な読 み と意 味 を確 定 す る こ とは,パ ー リ聖 典 の 内容 や 背 景 史 を把 握 す るば か

りで な く,パ ー リ語 の語 彙 と文 法 の研 究 に も光 明 を もた らす こ とに な ろ う・

1),2),3)は 紙数制限 のため割愛 。

4)『 パー リ学 仏教文化学』 第9号 に掲載 予定。

(本稿 は平成7年 度科学研究費補助金 ・国際学術研 究に よる研究成果 の一部である)

〈キー ワー ド〉 パ ー リ語 フォン ト,Dhammapada,Vinaya,自 動解析

(仙台電波 高専教授,文 博)
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